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 トリクロロシラン（Cl3SiH）は安価で操作性に優れた液体還元剤であるが、単独ではケトンや

イミンを高効率に還元することはできなかった。演者らは N-ホルミルプロリン誘導体１により

Cl3SiH が触媒的に活性化され、ケトン・イミンの還元が効率的に進行し対応する光学活性アルコ

ール・アミンが得られることを報告した 1-2。しかし、そのエナンチオ選択性は中程度であり、不

充分であった。本発表では、芳香環を導入した N-ホルミルプロリン誘導体２を用いるとケトン

をアルコールに、N-ピコリルピロリジン誘導体３を用いるとイミンをアミンに、それぞれ高エナ

ンチオ選択的に還元できることを見出したので報告する（式１，２）。 
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